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【２】

進行役の森谷幸恵教諭

山
田
高
生
徒
と
町
長
の
討
論
会

地
域
の
課
題
に
理
解
を
深
め
る

会
に
先
立
ち
、
主
濱
校
長
は
「
生

徒
の
皆
さ
ん
は
将
来
地
元
に
残
る
人

も
多
い
と
思
い
ま
す
が
、
今
日
の
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
山
田

の
未
来
を
み
ん
な
で
考
え
る
大
切
な

時
間
に
し
て
ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

引
き
続
き
、
森
谷
幸
恵
教

諭
を
進
行
役
に
パ
ネ
ル

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

パ
ネ
ラ
ー
は
、
一
年
の

川
村
翔
太
君
と
斉
藤
恵
さ

ん
、
二
年
の
田
村
将
君
と

藤
田
優
子
さ
ん
、
三
年
の

福
士
健
太
郎
君
と
福
士
千

尋
さ
ん
の
六
人
。
防
災
対
策
や
医
療

問
題
な
ど
身
近
な
疑
問
を
質
問
し
、

そ
れ
に
対
し
て
沼
崎
町
長
が
答
え
る

形
で
進
め
ら
れ
ま
し
た
。

十
月
八
日
、
県
立
山
田
高
等
学
校（
主
濱
幸
彦
校
長
・
生
徒
二
百
六
十
七

人
）で
は
、
沼
崎
喜
一
町
長
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
同
校
体
育

館
で
開
催
し
ま
し
た
。「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
の
取
り
組
み
と
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
パ
ネ
ラ
ー
に
各
学
年
か
ら
の
代
表
六
人
が
登
壇
し
、
沼

崎
町
長
と
活
発
な
質
疑
応
答
を
展
開
。
防
災
対
策
や
公
共
事
業
の
整
備
計

画
、
医
療
問
題
な
ど
地
域
の
課
題
に
理
解
を
深
め
ま
し
た
。
今
号
で
は
パ

ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
質
疑
応
答
の
内
容
を
抜
粋
し
て
紹
介
し
ま
す
。

地
震
に
よ
る
被
害
状
況
は

川
村
翔
太
君

今
年
五
月
、
七
月
、
九
月
に
東
北
、

北
海
道
地
方
で
大
き
な
地
震
が
あ
り

ま
し
た
が
、
山
田
町
の
被
害
の
状
況

は
ど
の
よ
う
で
し
た
か
。

五
月
の
三
陸
南
地
震
の
被
害

額
は
約
一
億
二
千
五
百
八
十
万
円

で
、
道
路
や
漁
港
、
図
書
館
な
ど
の

公
共
施
設
が
約
九
千
二
百
五
十
万

円
。
町
道
長
林
大
浦
線
は
、
こ
線
橋

と
道
路
に
段
差
が
生
じ
、
約
二
カ
月

間
、
通
行
止
め
に
な
り
ま
し
た
。
家

屋
の
被
害
は
約
三
千
五
百
万
円
で
し

た
。
人
的
被
害
で
は
五
人
が
け
が
な

ど
を
し
て
い
ま
す
。
七
月
の
地
震
で

は
、
被
害
は
出
て
い
ま
せ
ん
。

九
月
の
十
勝
沖
地
震
で
は
津
波
が

発
生
し
、
カ
キ
や
ホ
タ
テ
の
養
殖
施

答
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設
に
被
害
が
あ
り
、
今
日
時
点
で
の

被
害
額
は
、
三
千
八
百
二
十
七
万
円

に
な
っ
て
い
ま
す
。

足
り
ず
、
議
会
で
補
正
予
算
の
承
認

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

独
で
や
っ
て
い
け
る
と
い
う
強
い
思

い
が
あ
り
、「
小
さ
く
て
も
き
ら
り

と
光
る
山
田
町
」
を
町
民
の
皆
さ
ん

と
創
っ
て
い
こ
う
と
訴
え
ま
し
た
。
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町
の
災
害
へ
の
対
策
は

福
士
健
太
郎
君

災
害
が
起
き
た
と
き
の
町
の
対
策

は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

台
風
の
接
近
な
ど
で
注
意
報

や
警
報
が
発
令
さ
れ
た
場
合
に
は
、

組
織
的
な
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
、

町
に
災
害
警
戒
本
部
が
設
置
さ
れ
、

役
場
の
職
員
や
消
防
署
員
な
ど
が
警

戒
に
当
た
り
ま
す
。
災
害
が
起
き
た

場
合
に
は
災
害
対
策
本
部
に
切
り
替

え
、
被
害
の
状
況
把
握
に
努
め
ま
す
。

大
規
模
な
災
害
が
あ
っ
た
場
合
に
は

県
知
事
を
通
じ
て
自
衛
隊
の
出
動
を

要
請
し
ま
す
。

町
の
除
雪
費
用
は

福
士
千
尋
さ
ん

今
年
三
月
に
大
雪
が
降
り
ま
し
た

が
、
そ
の
と
き
の
除
雪
費
用
は
ど
の

く
ら
い
で
し
た
か
。

本
町
で
は
毎
年
二
千
万
円
の

予
算
を
計
上
し
ま
す
。
今
年
の
除
雪

費
は
、
一
月
が
三
百
五
十
五
万
円
、

二
月
が
七
百
二
十
四
万
円
で
、
三
月

八
日
の
大
雪
で
は
、
除
雪
に
約
一
週

間
か
か
り
二
千
七
百
七
十
八
万
円
で

し
た
。
十
四
年
度
の
総
除
雪
費
は
、

三
千
八
百
五
十
七
万
円
で
、
予
算
が

町
長
選
出
馬
に
家
族
の
理
解
は

藤
田
優
子
さ
ん

町
長
さ
ん
が
町
長
選
挙
に
立
候
補

す
る
と
き
に
、
家
族
の
反
対
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
か
。

町
長
選
に
立
候
補
す
る
前
、

わ
た
く
し
は
会
社
員
で
あ
る
と
同
時

に
町
議
会
議
員
で
も
あ
り
ま
し
た
。

町
長
選
に
立
候
補
す
る
に
は
会
社
を

退
職
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、

議
員
も
辞
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

落
選
す
れ
ば
、
次
の
日
か
ら
収
入
が

な
く
な
る
の
で
家
族
は
反
対
で
し
た

が
、
わ
た
く
し
の
思
い
を
伝
え
最
終

的
に
渋
々
納
得
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。

町
長
に
な
っ
て
し
た
い
こ
と
は

田
村
　
将
君

ご
家
族
の
反
対
を
押
し
切
っ
て
ま

で
も
、
町
長
に
な
っ
て
や
っ
て
み
た

か
っ
た
こ
と
は
何
で
す
か
。

町
長
選
で
訴
え
た
こ
と
は
い

ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
特
に
農
業
、

漁
業
な
ど
の
第
一
次
産
業
を
今
以
上

に
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば
山
田
の
将
来

は
な
い
だ
ろ
う
と
の
思
い
か
ら
、
最

初
に
第
一
次
産
業
の
振
興
を
訴
え
ま

し
た
。
ま
た
、
国
で
は
、
自
治
体
の

合
併
を
進
め
る
動
き
が
あ
り
ま
し
た

が
、
山
田
町
は
合
併
し
な
く
て
も
単

山
田
病
院
の
診
療
科
目
は

川
村
翔
太
君

山
田
病
院
に
眼
科
、
耳
鼻
科
が
な

い
の
は
な
ぜ
で
す
か
。

県
立
山
田
病
院
に
は
、
内
科

や
外
科
、
整
形
外
科
、
眼
科
、
耳
鼻

科
な
ど
七
つ
の
診
療
科
目
が
あ
り
ま

す
。
し
か
し
、
医
師
が
常
駐
し
て
い

る
の
は
内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
の

三
つ
の
診
療
科
目
だ
け
に
な
っ
て
い

ま
す
。
町
で
は
毎
年
、
岩
手
医
科
大

学
に
医
師
の
派
遣
を
お
願
い
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
県
医
療
局
に
全
部
の

診
療
科
に
医
師
を
配
置
し
て
く
れ
る

よ
う
お
願
い
を
し
て
い
ま
す
が
、
医

師
の
絶
対
数
が
県
内
で
は
少
な
い
こ

と
か
ら
難
し
い
状
況
で
す
。

新
山
田
病
院
の
建
設
は

斉
藤
　
恵
さ
ん

山
田
病
院
の
移
転
開
業
は
い
つ
に

な
る
の
で
す
か

山
田
病
院
は
平
成
十
七
年
度

に
新
し
い
場
所
に
建
設
さ
れ
る
予
定

に
な
っ
て
い
ま
す
。
場
所
は
柳
沢
地

区
の
山
田
道
路
ア
ク
セ
ス
道
の
内
側

で
、
現
在
、
県
で
は
用
地
買
収
を
進

め
て
い
ま
す
。

パネリスト

田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）田 村 　 将君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）福士健太郎君（�年）

福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年）福 士 千 尋さん（�年） 藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）藤 田 優 子さん（�年）

答答

答答

答答



【４】

下
水
道
整
備
の
計
画
は

福
士
千
尋
さ
ん

わ
た
し
の
住
ん
で
い
る
境
田
地
区

は
ま
だ
、
水
洗
ト
イ
レ
で
は
な
い
の

で
す
が
、
下
水
道
が
整
備
さ
れ
る
の

は
い
つ
ご
ろ
で
す
か
。

水
洗
ト
イ
レ
に
し
た
い
と
い

う
声
は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
下

水
道
整
備
に
は
、
多
く
の
お
金
と
時

間
が
か
か
り
ま
す
。
現
在
、
下
水
道

の
工
事
を
し
て
い
る
所
が
大
沢
、
船

越
、
田
の
浜
地
区
。
完
成
し
た
の
が

大
浦
地
区
で
す
。
織
笠
、
山
田
地
区

は
、
本
年
度
か
ら
事
業
が
始
ま
り
ま

し
た
。
排
水
処
理
場
の
完
成
が
計
画

で
は
八
年
後
ぐ
ら
い
で
す
の
で
、
そ

れ
ま
で
ご
不
便
を
お
掛
け
し
ま
す
が

待
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

道
路
整
備
の
意
義
は

川
村
翔
太
君

山
田
高
校
前
の
道
路
も
工
事
を
し

て
い
ま
す
が
、
ど
う
し
て
た
く
さ
ん

の
道
路
を
造
っ
て
い
る
の
で
す
か
。

三
陸
縦
貫
自
動
車
道
山
田
道

路
が
昨
年
の
八
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

山
田
道
路
は
、
水
産
物
の
流
通
や
観

光
客
の
誘
致
の
ほ
か
、
患
者
搬
送
の

時
間
短
縮
な
ど
、
大
き
な
意
味
が
あ

り
ま
す
。

山
田
高
校
前
の
織
笠
外
山
線
は
、

Ｊ
Ｒ
の
鉄
橋
の
下
が
狭
い
な
ど
通
学

路
と
し
て
危
険
な
こ
と
か
ら
、
生
徒

の
安
全
の
た
め
に
新
し
い
道
路
を

造
っ
て
い
ま
す
。町
道
長
林
大
浦
線
も
、

道
幅
が
狭
く
曲
が
っ
て
い
る
う
え
、

冬
に
は
路
面
が
凍
結
し
事
故
が
多
発

し
て
い
る
の
で
、
平
成
十
三
年
度
か

ら
五
年
計
画
で
改
良
し
て
い
ま
す
。

道
路
開
通
の
デ
メ
リ
ッ
ト
は

川
村
翔
太
君

運
送
や
観
光
、
安
全
面
な
ど
山
田

道
路
の
開
通
に
よ
る
メ
リ
ッ
ト
は
話

し
て
も
ら
い
ま
し
た
が
、
逆
に
デ
メ

リ
ッ
ト
は
何
で
す
か
。

山
田
道
路
の
開
通
に
よ
る
デ

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
、
一
番
心
配
し
た

の
が
「
道
の
駅
や
ま
だ
」
で
す
。
と

こ
ろ
が
昨
年
八
月
に
山
田
道
路
が
開

通
し
、
一
年
過
ぎ
て
い
ま
す
が
、
売

り
上
げ
は
減
っ
て
い
ま
せ
ん
。
将
来
、

仙
台
か
ら
久
慈
ま
で
道
路
が
延
び
た

と
き
に
、
観
光
客
が
山
田
を
通
過
す

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
心
配
は
あ

り
ま
す
が
、
観
光
客
が
立
ち
寄
り
た

く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ
る
山
田
を

創
っ
て
い
け
ば
、
決
し
て
デ
メ
リ
ッ

ト
に
は
な
ら
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

町
長
が
誇
れ
る
山
田
町
と
は

田
村
　
将
君

就
職
や
進
学
の
面
接
な
ど
で
山
田

の
紹
介
な
ど
質
問
を
受
け
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
町
長
が
誇
れ
る
山
田
町

と
は
何
か
。

や
は
り
山
田
は
水
産
の
町
で

す
か
ら
、
一
番
に
挙
げ
る
の
は
東
京

の
築
地
市
場
の
ブ
ラ
ン
ド
に
な
っ
て

い
る
殻
付
き
カ
キ
な
ど
の
新
鮮
な
水

産
物
で
す
。
農
林
関
係
で
は
、
コ
ン

テ
ス
ト
で
農
林
水
産
大
臣
賞
な
ど
の

最
優
秀
賞
に
常
連
に
な
っ
て
い
る
豊

間
根
地
区
の
乾
シ
イ
タ
ケ
の
ほ
か
、

品
質
が
よ
い
マ
ツ
タ
ケ
。
昨
年
の
全

国
肉
用
牛
枝
肉
共
励
会
で
最
優
秀
賞

に
な
っ
た
黒
毛
和
種
の
肉
牛
で
す
。

ま
た
、
ち
ょ
う
ど
今
か
ら
三
百
六
十

年
前
の
一
六
四
三
年
、
オ
ラ
ン
ダ
船

の
ブ
レ
ス
ケ
ン
ス
号
が
山
田
湾
に
入

港
し
た
歴
史
に
基
づ
い
た
オ
ラ
ン
ダ

王
国
ザ
イ
ス
ト
市
と
の
交
流
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。

花
火
大
会
の
復
活
は

福
士
健
太
郎
君

花
火
大
会
を
ど
う
し
て
開
催
し
な

い
の
か
。
ま
た
、
山
田
町
に
若
者
を

呼
べ
る
よ
う
な
施
設
の
建
設
や
イ
ベ

ン
ト
の
実
施
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

花
火
大
会
の
経
費
は
、
ほ
と

ん
ど
が
商
店
な
ど
町
内
の
有
志
に
よ

る
寄
付
で
賄
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、

景
気
の
落
ち
込
み
が
大
き
く
、
寄
付

を
い
た
だ
く
の
が
難
し
く
な
り
開
催

で
き
な
く
な
り
ま
し
た
。
景
気
が
良

く
な
っ
て
、
も
う
一
度
花
火
大
会
を

開
催
し
た
い
と
い
う
機
運
が
高
ま
れ

ば
、
商
工
会
な
ど
と
相
談
し
て
復
活

さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

若
者
が
集
ま
れ
る
よ
う
な
施
設
の

建
設
に
つ
い
て
は
、
現
時
点
で
計
画

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
具
体
的
に
こ
う

い
う
イ
メ
ー
ジ
の
施
設
を
造
っ
て
ほ

し
い
と
い
う
意
見
が
あ
れ
ば
ど
ん
ど

ん
出
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
今
年
三
年
目
と
な
っ
た
「
山
田

の
魅
力
発
信
事
業
」
は
、
町
や
県
の

助
成
を
受
け
て
、
商
工
会
青
年
部
が

答

答答

答

答
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活発な質疑応答に熱心に耳を傾ける生徒たち
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町
の
少
子
化
対
策
は

川
村
翔
太
君

山
田
町
で
は
お
じ
い
さ
ん
や
お
ば

あ
さ
ん
が
増
え
て
、
子
供
が
減
っ
て

い
ま
す
が
、
少
子
化
対
策
と
し
て
ど

の
よ
う
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か
。

今
年
の
四
月
時
点
で
山
田
の

人
口
に
占
め
る
六
十
五
歳
以
上
の
人

は
二
五
・
六
％
で
、
山
田
も
高
齢
社

会
を
迎
え
ま
し
た
。
一
方
で
は
少
子

化
も
進
ん
で
い
ま
す
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み
は

藤
田
優
子
さ
ん

山
田
町
は
高
齢
社
会
に
入
っ
た
よ

う
で
す
が
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
へ
の
取

り
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
ま
す
か
。

役
場
に
は
、
玄
関
に
自
動
ド

ア
や
車
い
す
用
の
ト
イ
レ
が
設
置
さ

来
年
の
お
祭
り
の
日
程
は

〔
会
場
か
ら
の
質
問
〕

山
田
の
お
祭
り
の
日
程
は
、
毎
年

変
わ
る
の
で
す
か
。

町
で
は
少
子
化
対
策
の
一
つ
と
し

て
、
子
供
が
保
育
所
に
入
所
し
た
と

き
の
保
育
料
の
軽
減
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
一
年
に
同
じ
家
庭
の
児
童
が

二
人
入
所
し
た
と
き
は
二
人
目
の
子

供
の
保
育
料
を
半
額
に
し
、
三
人
の

子
供
が
保
育
園
に
入
所
し
た
と
き

は
、
三
人
目
の
子
供
の
保
育
料
を
無

料
に
し
て
い
ま
す
。

れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
央
公
民
館

の
玄
関
に
は
ス
ロ
ー
プ
が
設
け
て
あ

る
ほ
か
、
階
段
脇
に
は
い
す
式
昇
降

機
が
あ
り
ま
す
。
す
べ
て
の
公
共
施

設
が
整
備
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な

い
の
で
、
今
後
も
身
体
障
害
者
の
意

見
を
取
り
入
れ
、
整
備
に
努
め
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
く
造
る

歩
道
は
、
で
き
る
だ
け
車
椅
子
が
通

れ
る
よ
う
に
段
差
を
な
く
す
る
努
力

は
し
て
い
ま
す
が
、
全
部
の
歩
道
を

整
備
す
る
と
な
れ
ば
、
費
用
の
問
題

も
あ
っ
て
難
し
い
面
が
あ
り
ま
す
。

山
田
の
お
祭
り
は
、
山
田
八

幡
宮
が
九
月
十
五
日
、
大
杉
神
社
が

九
月
十
六
日
で
あ
り
ま
す
が
、
多
く

の
観
光
客
に
来
て
も
ら
う
た
め
に
今

年
か
ら
土
・
日
曜
日
に
当
て
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
日
程
は
そ
れ
ぞ
れ

の
神
社
の
総
代
が
相
談
し
て
決
定
し

て
い
ま
す
。
来
年
も
土
・
日
曜
日
に

当
て
る
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

最
後
に
生
徒
を
代
表
し
て
田
村
将

君
が
「
普
段
の
生
活
で
は
知
る
こ
と

の
で
き
な
い
地
域
の
課
題
な
ど
多
く

の
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
こ
れ
を
機

に
町
と
共
に
地
域
の
活
性
化
に
取
り

組
ん
で
い
き
た
い
で
す
」
と
あ
い
さ

つ
し
、
会
が
終
了
し
ま
し
た
。

中
心
と
な
っ
て
事
業
を
立
ち
上
げ
た

も
の
で
、
若
い
人
た
ち
が
新
し
い
町

お
こ
し
、
魅
力
づ
く
り
を
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
も
一
つ
の
若
者
が
参
加
で

き
る
場
の
提
供
と
思
っ
て
い
ま
す
。

東
北
高
校
選
抜

ボ
ー
ト
大
会

山
高
が
男
女
同
時
優
勝

ダブルスカル種目

第
十
八
回
東
北
高
校
選
抜
ボ
ー
ト

大
会
の
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
で
、
県
立
山

田
高
等
学
校
の
ボ
ー
ト
部
が
ア
ベ
ッ

ク
優
勝
。
来
年
三
月
に
静
岡
県
天
竜

市
で
開
か
れ
る
全
国
選
抜
ボ
ー
ト
大

会
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し
ま
し
た
。

大
会
は
、
十
月
四
日
と
五
日
に
東

和
町
の
田
瀬
湖
ボ
ー
ト
場
で
行
わ
れ
、

男
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た
佐

藤
翔
吾
君
（
一
年
）、
畠
山
勇
生
君

（
同
）
は
、
予
選
を
順
調
に
勝
ち
進

ス
パ
ー
ト
を
か
け
て
逃
げ
切
り
、
見

事
ト
ッ
プ
で
ゴ
ー
ル
し
ま
し
た
。

女
子
ダ
ブ
ル
ス
カ
ル
に
出
場
し
た

田
老
恵
子
さ
ん
（
二
年
）、
齊
藤
久

乃
さ
ん
（
同
）
は
、
予
選
で
他
の
選

手
を
寄
せ
付
け
ず
決
勝
へ
進
出
。
決

勝
で
も
二
位
に
約
四
秒
の
差
を
つ
け

て
圧
勝
し
ま
し
た
。

十
月
八
日
に
は
、
選
手
の
皆
さ
ん

が
役
場
を
訪
問
し
、
沼
崎
喜
一
町
長

に
優
勝
の
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

み
決
勝
へ
進
出
。
決
勝

で
は
、
終
盤
追
い
上
げ

ら
れ
た
も
の
の
ラ
ス
ト

県立山田高等学校では、「地域に開かれた学校
づくり」の一環として、授業や部活動を一般公開
します。希望の方は同校事務室で受け付けの上、
ご参観ください。
�期日　11月５日（水）～７日（金）
�内容と時間　授業…午前９時～午後３時

部活動…午後４時～５時
�問い合わせ　県立山田高等学校（�82－2637）へ。
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山田高校で授業や
部活動を一般公開

優勝の報告をする山田
高校ボート部の皆さん
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投票区 投　　票　　所

山 田 第１

２

３

４

５

６

船 越 第１

２

３

４

５

織 笠 第１

２

３

４

５

６

大 沢 第１

２

豊間根第１

２

３

４

５

６

山 田 漁 村 セ ン タ ー

山 田 町 中 央 公 民 館

北 浜 防 災 セ ン タ ー

さ く ら 幼 稚 園

関谷林業担い手センター

関口農業担い手センター

船 越 防 災 セ ン タ ー

山の内生活改善センター

船 越 漁 村 セ ン タ ー

大 浦 漁 村 セ ン タ ー

小谷鳥コミュニティセンター

織笠コミュニティ細浦ブロックセンター

織笠漁業協同組合水産倉庫

旧岩手宮古農業協同組合織笠支店

猿神農業担い手センター

田子ノ木生活改善センター

織笠コミュニティ外山ブロックセンター

山田町ふるさとセンター

大沢漁業協同組合新倉庫

豊間根生活改善センター

農 村 婦 人 の 家

田名部林業担い手センター

上 豊 間 根 青 年 会 館

荒川農業構造改善センター

馬鞍コミュニティセンター

◆投票所一覧表

秋
季
全
国
火
災
予
防
運
動

み
ん
な
で
防
火
に
努
め
よ
う

「
そ
の
油
断
　
火
か
ら
炎
へ

災
い
へ
」
を
統
一
標
語
に
十
一

月
九
日
か
ら
十
五
日
ま
で
秋
季

全
国
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
今
年
発
生
し
た
本
町

の
火
災
件
数
は
、
十
月
一
日
現

在
で
六
件
。
昨
年
同
期
に
比
べ

二
件
増
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
か

ら
寒
い
日
が
続
く
季
節
を
迎

え
、
ス
ト
ー
ブ
や
こ
た
つ
な
ど

の
暖
房
器
具
を
使
う
機
会
が
多

く
な
り
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

火
の
取
り
扱
い
に
十
分
注
意

し
、
家
族
み
ん
な
で
防
火
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

火
の
用
心
七
つ
の
ポ
イ
ン
ト

▼
家
の
周
り
に
燃
え
や
す
い
物
を

置
か
な
い
▼
寝
た
ば
こ
や
た
ば
こ
の

投
げ
捨
て
は
し
な
い
▼
て
ん
ぷ
ら
を

揚
げ
る
と
き
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な

い
▼
風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
▼
子
供
に
は
マ
ッ
チ
や
ラ
イ

タ
ー
で
遊
ば
せ
な
い
▼
電
気
器
具
は

正
し
く
使
い
、
た
こ
足
配
線
を
し
な

い
▼
ス
ト
ー
ブ
に
は
燃
え
や
す
い
物

を
近
づ
け
な
い
。

▽
問
い
合
わ
せ
　
山
田
消
防
署
（
�

八
二
│
三
一
三
九
）
へ
ど
う
ぞ
。

１１月９日は「１１９番の日」

通報は慌てず正確に
11月９日は「119番の日」

です。一刻を争う119番通報
では、�火事か緊急か�場所
は�火事、事故などの状況は
�あなたの氏名と電話番号は
──を正確に伝えましょう。
本町から携帯電話で119番

通報をすると、宮古消防署に
つながりますので、発生場所
などはより詳しく伝えましょ
う。また、携帯電話からの通
報の際、途中で電波が途切れ
てしまうケースがあります。
通報中は、むやみに移動しな
いで、現場近くの安全な場所
にいるようお願いします。

町
で
は
、
�
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー

が
実
施
し
て
い
る
「
ふ
る
さ
と
消
防

団
活
性
化
助
成
事
業
」（
宝
く
じ
助

成
）
の
助
成
を
受
け
、
町
消
防
団
の

各
分
団
に
屋
外
テ
ン
ト
を
一
張
ず
つ

配
備
し
ま
し
た
。
同
事
業
は
消
防
団

の
健
全
な
発
展
を
図
る
と
と
も
に
、

宝
く
じ
の
普
及
広
報
を
目
的
に
行
わ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
テ
ン
ト
は
、

三
・
六
�
×
二
・
七
�
の
大
き
さ
で
、

軽
量
か
つ
取
り
扱
い
が
簡
単
。
消
防

団
の
各
行
事
や
訓
練
、
災
害
時
の
応

急
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

ま
た
、
地
区
の
行
事
や
催
し
の
際

に
も
貸
し
出
し
ま
す
の
で
、
各
分
団

に
連
絡
の
上
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
宝
く
じ
助
成
事
業
」
で

各
分
団
に
テ
ン
ト
を
配
備

１１月９日～１５日

棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
確
か
な
１
票
を
投
じ
ま

し
ょ
う
（
今
年
４
月
に
行
わ
れ
た
県
知
事
・
県

議
会
議
員
選
挙
の
投
票
風
景
・
町
中
央
公
民
館
）

９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子
９月に行われた町総合防災訓
練での初期消火訓練の様子

【６】

投票日は９日です
棄権せず確かな１票を

今
回
の
衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
小

選
挙
区
選
挙
と
比
例
代
表
選
挙
に

よ
っ
て
行
わ
れ
ま
す
。
投
票
所
で
の

投
票
は
、
最
高
裁
判
所
裁
判
官
の
国

民
審
査
を
含
め
て
三
種
類
と
な
り
ま

す
。
小
選
挙
区
選
挙
（
投
票
用
紙
は

白
色
）
は
候
補
者
の
名
前
を
、
比
例

代
表
選
挙
（
浅
黄
色
）
で
は
支
持
す

る
政
党
名
を
記
入
し
ま
す
。
国
民
審

査
（
薄
い
桃
色
）
は
、
辞
め
さ
せ
た

方
が
よ
い
と
思
う
裁
判
官
の
氏
名
の

上
の
欄
に
「
×
」
を
書
き
ま
す
。

九
日
の
投
票
時
間
は
、
午
前
七
時

か
ら
午
後
六
時
ま
で
で
す
。
投
票
所

は
次
ペ
ー
ジ
表
の
町
内
二
十
五
カ
所

と
な
っ
て
い
ま
す
。
投
票
に
出
掛
け

る
際
は
、
配
布
さ
れ
た
入
場
券
を
持

参
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
で
き
る
人

今
回
の
選
挙
で
投
票
で
き
る
人
は
、

次
に
該
当
す
る
人
で
す
。

▽
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
十
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
五
年

七
月
二
十
七
日
以
前
に
本
町
に
住

民
登
録
を
し
て
い
る
人

※
昭
和
五
十
八
年
十
一
月
十
日
以
前

に
生
ま
れ
た
人
で
、
平
成
十
五
年

七
月
二
十
八
日
以
降
に
本
町
に
転

入
届
を
し
た
人
は
、
前
の
住
所
地

に
選
挙
権
が
あ
り
ま
す
。
本
町
で

不
在
者
投
票
を
す
る
か
、
前
の
住

所
地
で
投
票
日
に
投
票
す
る
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
、
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
、

旅
行
な
ど
で
投
票
に
行
け
な
い
人
の

た
め
に
不
在
者
投
票
制
度
が
あ
り
ま

す
。
手
続
き
は
、
宣
誓
書
の
該
当
す

る
理
由
項
目
に
丸
印
を
記
入
す
る
だ

け
で
簡
単
に
な
っ
て
お
り
、
印
鑑
も

不
要
で
す
。
同
制
度
を
利
用
し
棄
権

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

◆
不
在
者
投
票
の
期
間

十
月
二
十
八
日
〜
十
一
月
八
日

（
国
民
審
査
は
十
一
月
二
日
〜
八
日
）

◆
時
間
と
場
所

▽
時
間
　
午
前
八
時
半
〜
午
後
八
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
も
同
じ
）

▽
場
所
　
役
場
二
階
会
議
室

◆
郵
便
に
よ
る
投
票

身
体
障
害
者
手
帳
に
記
載
さ
れ
て

い
る
内
容
が
次
に
該
当
す
る
人
は
、

郵
便
に
よ
る
投
票
が
で
き
ま
す
。

▽
両
下
肢
な
ど
の
障
害
が
一
級
、
二

級
の
人

▽
内
臓
機
能
の
障
害
が
一
級
、
三
級

の
人

同
制
度
で
投
票
す
る
人
は
、
投
票

日
の
四
日
前
ま
で
に
町
選
挙
管
理
委

員
会
か
ら
交
付
さ
れ
た
郵
便
投
票
証

明
書
と
請
求
書
を
郵
便
で
送
付
し
て

く
だ
さ
い
。

※
郵
便
投
票
証
明
書
、
船
員
の
選
挙

人
名
簿
登
録
申
請
書
を
お
持
ち
の

方
は
、
有
効
期
間
を
確
認
し
、
期

限
切
れ
の
方
は
町
選
挙
管
理
委
員

会
へ
事
前
に
再
交
付
の
申
請
を
し

て
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

町
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
（
�

八
二
│
三
一
一
一
内
線
四
一
一
）
へ

ど
う
ぞ
。

■
即
日
開
票
で
す

開
票
は
、
当
日
に
次
の
会
場
で
行

わ
れ
ま
す
。

▽
会
場
　
山
田
南
小
学
校
体
育
館

▽
時
間
　
午
後
八
時
〜

不
在
者
投
票
制
度
の
利
用
を

投
票
は
�
種
類

十
月
二
十
八
日
公
示
の
第
四
十
三
回

衆
議
院
議
員
総
選
挙
は
、
十
一
月
九
日

を
投
票
日
に
行
わ
れ
ま
す
。
最
高
裁
判

所
裁
判
官
の
国
民
審
査
も
同
時
に
行
わ

れ
ま
す
。
国
の
進
む
べ
き
方
向
を
決
め

る
大
切
な
選
挙
で
、
政
治
家
の
選
出
や

政
策
問
題
な
ど
に
対
し
、
あ
な
た
の
意

見
を
大
き
く
反
映
さ
せ
る
と
き
で
す
。

選
挙
公
報
や
政
見
放
送
な
ど
を
よ
く
見

て
、確
か
な
一
票
を
投
じ
て
く
だ
さ
い
。

投
票
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
人
は
、
不

在
者
投
票
を
し
て
棄
権
す
る
こ
と
の
な

い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

９
日
の
投
票
は
午
後
６
時
ま
で



投
書

ど
ん
な
こ
と
で
も
結
構
で
す
。

ど
し
ど
し
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

わ
た
し
怒
っ
て
い
ま
す
。
訴
え
た

い
気
分
で
す
。
な
ん
と
、
わ
た
し
の

名
前
と
住
所
を
使
っ
て
新
聞
に
お
祭

り
の
お
花
の
批
判
を
投
稿
し
た
人
が

い
る
の
で
す
。
投
稿
の
内
容
の
善
し

悪
し
は
別
と
し
て
、
他
人
の
名
前
で

投
稿
す
る
の
は
ひ
き
ょ
う
で
す
。
新

聞
社
か
ら
図
書
券
が
送
ら
れ
て
き
た

こ
と
と
、
あ
る
人
が
私
に
教
え
て
く

れ
た
の
で
分
か
り
ま
し
た
。
大
変
迷

惑
し
て
い
ま
す
。
わ
た
し
と
思
っ
て

い
る
人
も
い
る
よ
う
で
す
が
、
わ
た

し
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

O
々
木
ム
ツ
子
（
境
田
町
・
53
歳
）

偽
名
の
投
書
で
大
変
迷
惑

山
田
の
お
祭
り
は
毎
年
楽
し
み
に

し
て
い
ま
す
。
こ
の
ご
ろ
は
テ
レ
ビ

の
Ｃ
Ｍ
放
送
な
ど
盛
大
に
Ｐ
Ｒ
し
て

い
る
み
た
い
で
す
が
、
何
も
そ
こ
ま

で
お
金
を
掛
け
な
く
て
も
…
。
違
う

こ
と
に
お
金
を
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

今
年
は
休
み
に
合
わ
せ
て
十
四
日
、

山
田
の
祭
り
開
催
に
疑
問

さとうゆうとくん
（山田中央保育園・６歳）

【８】【９】

沼�信明（16）
平石凌（９）

佐藤将也（７）

小林沙紀（？）

箱石春菜（10） 山口里菜（？）

ＢＯ�ＢＯＢＯ（？）
Ｉｗａｎｔｙｏｕ！！（13）

おのはるな（５）

佐藤孔太（５）

佐々木佳実（10）

ささきまさや（？）
山崎克拓（８）

小成夢（９）

湊亜紀子（８）

小成一輝（７）

フカミドリ（？）
佐々木美咲（11）

野田千香子（12）

佐々木瞳（11）

山口弥久（？）

ＨＩＤＥＴＵＧＵ（？）

★
自
分
は
ど
ん
な
性
格
で
す
か

と
に
か
く
前
向
き
で
す
。
何
事
も

常
に
プ
ラ
ス
思
考
で
行
っ
て
ま
す
。

★
趣
味
を
教
え
て
く
だ
さ
い

読
書
と
ド
ラ
イ
ブ
で
す
ね
。
特
に

ド
ラ
イ
ブ
が
好
き
で
、
毎
週
の
よ
う

に
盛
岡
ま
で
行
っ
て
い
ま
す
。

★
理
想
の
男
性
像
は

一
言
で
言
え
ば
「
気
は
優
し
く
て

力
持
ち
」
な
人
。
い
ざ
と
い
う
と
き

頼
り
に
な
る
人
が
い
い
で
す
ね
。

★
今
後
の
目
標
は

今
は
結
婚
か
な
。
す
て
き
な
だ
ん

な
さ
ま
と
子
供
に
囲
ま
れ
た
幸
せ
な

家
庭
を
作
り
た
い
で
す
ね
。

隠
し
味
に
愛
情
込
め
ま
す

★
ど
ん
な
仕
事
を
し
て
い
ま
す
か

町
内
の
飲
食
店
に
勤
め
て
ち
ょ
う

ど
一
年
に
な
り
ま
す
。
注
文
を
受
け

た
料
理
を
作
る
調
理
部
門
が
主
な
仕

事
で
す
。

★
仕
事
で
心
掛
け
て
い
る
こ
と
は

厨
房
に
い
る
の
で
、
直
接
お
客
様

の
声
が
聞
こ
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
が
、
お
い
し
い
と
言
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
、
一
品
一
品
に
愛
情
を

込
め
て
作
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

田　老　あ
　

ゆみさん
（長崎・27歳）

─ vol.
133Fresh WomanFresh Woman

今月のフレッシュウーマン

しゃぶしゃぶ太郎（？
）

佐藤貴大（７）

佐々木美緒（11）

佐藤直紀（11）

佐藤美奈子（９）

十
五
日
に
変
更
し
た
み
た
い
で
す
が
、

そ
れ
も
ど
う
か
と
思
い
ま
す
。
伝
統

や
歴
史
は
崩
さ
な
い
で
も
ら
い
た
い

で
す
。
そ
れ
か
ら
、
見
物
客
や
お
祭

り
に
出
て
い
る
人
た
ち
の
マ
ナ
ー
が

悪
い
で
す
。
警
察
に
連
行
さ
れ
た
人

も
い
た
よ
う
で
す
ね
。
ご
み
は
だ
れ

が
片
付
け
て
い
る
の
？
お
祭
り
に
出

て
い
る
人
た
ち
は
、
お
花
を
も
ら
う

の
で
す
か
ら
、
き
ち
ん
と
踊
っ
て
も

ら
い
た
い
で
す
。

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
し
ゃ
く
れ

（
中
央
町
・
26
歳
）

【
回
答
・
山
田
八
幡
宮
、
大
杉
神
社
】

祭
り
に
は
、
お
宮
で
厳
か
に
神
事

を
執
り
行
う
例
大
祭
と
、
み
こ
し
や

山
車
が
優
雅
に
練
り
歩
く
神
幸
祭
の

二
つ
が
あ
り
ま
す
。
今
年
の
例
大
祭

は
例
年
ど
お
り
、
山
田
八
幡
宮
は
九

月
十
五
日
、
大
杉
神
社
は
九
月
十
六

日
に
執
り
行
い
ま
し
た
が
、
神
幸
祭

は
、
山
田
八
幡
宮
を
九
月
十
四
日
、

大
杉
神
社
を
九
月
十
五
日
に
変
更
し

ま
し
た
。
理
由
は
神
幸
祭
を
観
る
側

も
執
り
行
う
側
も
平
日
だ
と
不
便
で

あ
る
こ
と
か
ら
で
す
。
神
社
側
も
今

ま
で
積
み
重
ね
て
き
た
伝
統
や
歴
史

を
崩
さ
ず
、
多
く
の
皆
さ
ん
に
祭
り

を
楽
し
ん
で
い
た
だ
く
よ
う
努
力
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
理
解
願
い
ま
す
。

【
回
答
・
山
田
の
魅
力
発
信
事
業
実

行
委
員
会
】

山
田
の
魅
力
発
信
事
業
は
、
県
や

町
、
商
工
会
か
ら
の
補
助
金
と
町
民

の
皆
さ
ん
の
善
意
に
よ
る
協
賛
で
運

営
し
て
い
ま
す
。
こ
の
運
営
費
の
配

分
に
つ
き
ま
し
て
は
、
何
度
も
会
議

を
重
ね
決
定
し
て
い
ま
す
。
事
前
Ｐ

Ｒ
番
組
と
Ｃ
Ｍ
に
つ
い
て
は
必
要
最

低
限
の
範
囲
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ご
み
処
理
に
つ
い
て
で
す
が
、

「
お
祭
り
広
場
」
や
巡
行
パ
レ
ー
ド

が
行
わ
れ
た
国
道
45
号
は
、
商
工
会

青
年
部
が
中
心
と
な
り
、
祭
り
を
楽

し
ん
で
い
る
方
々
に
で
き
る
だ
け
不

快
な
思
い
を
さ
せ
な
い
よ
う
努
め
ま

し
た
。
そ
の
ほ
か
に
関
し
て
は
個
人

の
モ
ラ
ル
に
任
せ
る
し
か
な
い
と
思

い
ま
す
。
ご
指
摘
の
中
に
「
警
察
に

連
行
さ
れ
た
方
も
い
た
」
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
山
田
交
番
に
問
い
合
わ

せ
た
と
こ
ろ
「
そ
の
よ
う
な
事
実
は

無
い
」
と
の
回
答
で
し
た
。

し
ょ
う
。
参
加
す
る
こ
と
が
こ
ん
な

に
楽
し
く
、
そ
し
て
活
気
が
あ
る
と

は
…
。
船
越
チ
ー
ム
の
役
員
や
関
係

者
の
方
々
に
ご
苦
労
さ
ん
と
言
い
た

い
。
ま
た
来
年
が
楽
し
み
で
す
。

松
�
�
雄
（
船
越
・
69
歳
）

芸
術
の
秋
に
ふ
さ
わ
し
く
、
去
る

十
月
七
日
に
山
田
中
学
校
の
課
題
曲

合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
、
そ
し
て
十
月
十

二
日
に
は
吹
奏
楽
部
に
よ
る
チ
ャ
リ

テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
が
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
、
聞
き
に
行
っ
て

き
ま
し
た
。
合
唱
は
ど
の
学
年
、
ク

山
中
の
合
唱
コ
ン
に
感
動

ラ
ス
と
も
練
習
の
成
果
が
歌
声
に
表

れ
て
い
て
、
と
て
も
感
動
。
素
晴
ら

し
い
時
間
を
過
ご
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
や
は
り
学
年
が
上
が
る
に

し
た
が
っ
て
レ
ベ
ル
も
高
く
な
る
な

と
感
じ
ま
し
た
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
は
大
盛

況
で
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
か
ら
す
ご
く

楽
し
く
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
頑
張
り

が
伝
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
協
力
、
応
援
し
ま
す
の
で
頑
張
っ

て
く
だ
さ
い
！

ペ
ン
ネ
ー
ム
・
プ
ル
ー
ト

（
中
央
町
・
35
歳
）

◇
　
　
◇
　
　
◇
　
　
◇

秋
風
寒
し

今
年
も
鮭
漁
期
待
す
る
浜
っ
子
達

山
�
泰
司
（
船
越
・
57
歳
）

は
ろ6
と

眞
青
な
空
の
キ
ャ
ン
バ
ス
に

飛
行
機
雲
は
白
を
曳
き
航
く

さ
と
う
み
え
こ
（
大
沢
・
83
歳
）

秋
晴
れ
に
老
の
声
高
し
ゲ
ー
ト
場

O
藤
照
男
（
川
向
町
・
？
歳
）

晴
天
に
恵
ま
れ
し
つ
つ
の
秋
祭
り

笛
や
太
鼓
の
音
に
あ
わ
せ

舞
う
子
等
の
晴
れ
姿

つ
ぶ
ら
な
瞳
の
ま
ぶ
し
さ
に

風
が
そ
ー
っ
と
ほ
ほ
な
で
る

さ
ん
さ
道
化
師
（
荒
川
・
？
歳
）

終
秋
や
重
い
リ
ュ
ッ
ク
を

背
負
い
し
登
り

ゆ
き
し
か
な
夢
追
い
か
け
て

大
町
テ
イ
子
（
大
沢
・
？
歳
）

十
月
五
日
、
秋
晴
れ
の
下
に
行
わ

れ
た
町
民
体
育
祭
。
船
越
チ
ー
ム
が

十
二
年
ぶ
り
に
参
加
し
、
眠
っ
て
い

た
「
獅
子
」
が
目
覚
め
た
か
の
よ
う

に
元
気
は
つ
ら
つ
と
競
技
を
展
開
し

ま
し
た
。
船
越
チ
ー
ム
が
不
参
加
の

と
き
に
は
、
体
育
祭
を
隠
れ
る
よ
う

に
見
学
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
年
は

堂
々
と
チ
ー
ム
の
中
で
応
援
で
き
ま

し
た
。
何
と
素
晴
ら
し
い
こ
と
で

久
々
に
楽
し
ん
だ
体
育
祭

ま

さ
お

ひ

ゆ

お
い



今月の題字
尾 形 優 也くん
（轟木小5年）

9月28日と10月4日、「カラー魚拓作り教室」が鯨と海
の科学館で行われ、町内の小学生から70代の方まで18人
が参加しました。1回目の9月28日はカレイなど平らな魚
にかぶせた布地を、魚拓用の特殊な油性絵の具でタンポを
使って着色。翌週の10月4日に裏打ち用の和紙にアイロン
で布地を接着し、最後に目を書き入れて完成しました。初
心者でも簡単にできるとあって、参加者は魚の姿が色鮮や
かに浮き出された魚拓の出来栄えに満足げな様子でした。

飯岡地区住民自治会（佐藤忠暉会長）では10月24日、長
崎地区の町道沿いの花壇にチューリップの球根の植え付け
作業を行いました。この日用意された球根は、東北電力宮
古営業所から寄贈された1,000個と自治会で株分けしてお
いた2,500個の合計3,500個。作業には同所員や自治会の
皆さんのほか、今年は山田南小学校の児童も加わり総勢80
人で一つ一つ植え付けしました。来春には沿道をきれいに
彩る花の街道が、多くの通行人の目を楽しませそうです。

10月21日、山田飲食業組合（佐々木政昭代表）では、船越
の介護老人保健施設「シーサイドかろ」と特別養護老人ホー
ム「平安荘」を慰問。手作りの料理で入所者の方々をもてな
しました。旬の味を楽しんでもらおうと毎年行っているも
ので、この日は会員10人がとれたての新鮮な食材を自ら
持参し、所内で調理。海鮮ちらしずしや芋の子汁など3品
を作りました。入所者の皆さんは心温まる手料理の数々に
「とてもおいしいですよ」と何度も舌鼓を打っていました。

【１１】

山田飲食業組合が老人施設を慰問

料理人が作る旬の味楽しんで

チューリップの球根植え付け

花いっぱいの町にと願い込め

鯨館でカラー魚拓作り

見事な出来栄えにほれぼれ 秋の恒例イベント「第21回山田町産業まつり」が、10月
25日と26日、鯨と海の科学館前駐車場で開かれました。
会場には本町や姉妹都市などの物産品がずらりと並び、農
漁業の新鮮な産物を買い求めようと2日間で10,000人が詰
め掛けました。会場では、「ホタテ海童

かっぱ

杯争奪わんこそば大
会」も行われ、胃袋自慢の食士43人が参加。ホタテの旨み成
分が練り込まれた特製ラーメンを、制限時間内に何杯食べ
られるか競いました。10杯目と30杯目には大きなホタテが
丸ごと入っていて苦戦する参加者。顔をしかめながら胃袋
の限界に挑戦していました。各部の優勝者は次の皆さんで
す。【子供の部】荒川平（18杯）【中学生以上女性の部】木
村和香奈（31杯）【同男性の部】東義仁（42杯）〈敬称略〉

【１０】

山田町日蘭交流友の会（伊藤敏会長・会員120人）主催の
「オランダ展」が10月5日から11日まで、町中央コミュニティ
センターで開かれました。オランダ王国ザイスト市との友
好都市締結3周年を記念して、オランダとの交流を活発に
しようと開いたもので、開会セレモニーには町民や関係者
など41人が出席。沼崎喜一町長と同会役員らのほか、民族
衣装をまとったオランダのヨングブルッドゥ夫妻がテープ
カットを行い、開幕を祝いました。会場には会員らが持ち
寄ったオランダの民芸品やパネル写真など約530点が展示
され、訪れた人たちは足を止めて見入っていました。6日に
は、ヨングブルッドゥ夫妻を講師にオランダ講座を開催。参
加者はオランダの風土や生活習慣、友好都市締結までの経
緯の説明を受けるなど、異国文化に理解を深めていました。

交流友の会
山田町日蘭 オランダ展を開催

異国文化に理解を深める

産業まつりに10,000人

新鮮な産物求め大にぎわい

開会セレモニーでのテープカット（左から伊藤敏会長、コニー・ヨングブルッドゥさ
ん、沼崎喜一町長、ポール・ヨングブルッドゥさん、松本トミ副会長、木村悌郎さん）

オランダを紹介するパネルやパ
ンフレットを丹念に眺める方々

オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました
オランダ講座では、オランダの
歴史や文化に理解を深めました



【１２】

十
月
八
日
、
山
田
高
校
で
山

田
町
を
理
解
す
る
た
め
の
パ
ネ

ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
出
席
し
ま
し
た
。
従
来
は

「
町
長
講
話
」の
形
で
一
方
通
行

で
あ
っ
た
も
の
を
見
直
し
、
事

前
に
生
徒
か
ら
「
山
田
町
に
つ

い
て
知
り
た
い
こ
と
は
何
か
」

と
の
ア
ン
ケ
ー
ト
を
取
り
、
そ

れ
ら
を
代
表
の
生
徒
が
わ
た
し

に
質
問
す
る
形
で
進
め
ら
れ
ま

し
た
。

そ
の
内
容
は
▼
山
田
病
院
の

診
療
科
が
少
な
い
理
由
▼
下
水

道
の
整
備
が
進
ま
な
い
理
由
な

ど
公
共
事
業
に
つ
い
て
▼
福
祉

問
題
▼
防
災
対
策
▼
町
の
活
性

化
対
策
│
│
な
ど
盛
り
だ
く
さ

ん
で
し
た
。
わ
た
し
は
改
め
て
、

生
徒
た
ち
が
真
剣
に
山
田
町
の

将
来
の
こ
と
を
考
え
て
い
る
こ

と
に
感
動
い
た
し
ま
し
た
。

後
日
い
た
だ
い
た
生
徒
た
ち

の
感
想
の
中
に
、「
こ
れ
か
ら

の
面
接
試
験
で
、
今
日
教
え
ら

れ
た
山
田
の
魅
力
を
自
信
を

持
っ
て
言
お
う
と
思
う
」「
私

た
ち
も
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
よ

り
良
い
山
田
を
創
ろ
う
」
と
あ

り
ま
し
た
。

山
田
町
長
　
沼
崎
喜
一

町
長
室
か
ら

松
本
幸
三
は
、

安
政
元
年
（
一

八
五
四
）
松
本

六
之
助
の
次
男

と
し
て
山
田
村

に
生
ま
れ
た
。

漢
字
や
数
学
を

大
久
保
直
樹
に

学
び
、
明
治
九

年
二
十
二
歳
の

時
、
横
浜
灯
台

局
に
就
職
し
た
。

明
治
十
三
年
、

灯
台
局
を
辞
め
、

単
身
北
海
道
稚わ

っ
か

内な
い

村
に
赴
い
た
。

幸
三
は
、
漁
業

家
小
林
忠
吉
に

雇
わ
れ
二
年
間

働
い
た
後
、
同

十
五
年
、
同
村

の
有
力
な
漁
業
家
泉い

ず
み

谷や

伊
兵
衛
に
雇

わ
れ
、
漁
場
取
締
と
な
っ
た
。

り
大
き
な
収
益
を
得
た
。
幸

三
は
泉
谷
に
帰
郷
を
促
し
た

が
、
彼
は
豊
漁
は
一
時
的
な

も
の
で
、
将
来
の
見
込
み
が

な
い
こ
と
を
主
張
、
幸
三
に

実
印
を
渡
し
、
す
べ
て
を
売

却
し
て
負
債
を
償
却
し
て
ほ

し
い
と
委
任
さ
れ
た
。

幸
三
は
、
泉
谷
に
関
わ
る

全
責
任
を
負
い
、
泉
谷
の
代

理
と
し
て
マ
シ
ポ
ポ
イ
、
メ

ク
マ
、
フ
フ
カ
ル
の
鮭
漁
場

の
権
利
を
取
得
、
豊
漁
に
恵

宗
谷
警
察
署
の
新
築
に
あ
た
り
、
大

工
を
提
供
、
道
路
改
修
や
橋
梁
架
設

に
私
費
を
投
じ
た
。
明
治
二
十
七
年

稚
内
小
学
校
尻
臼
分
校
、
宗
谷
分
校

新
築
に
大
金
を
寄
付
、
巡
査
駐
在
所

建
設
発
起
人
代
表
と
し
て
こ
れ
を
実

現
し
た
。
同
二
十
八
年
小
学
校
区
学

務
委
員
に
推
さ
れ
、
同
二
十
九
年
に

は
尻
臼
郵
便
局
長
に
就
任
し
た
。

幸
三
は
尻
臼
（
現
在
稚
内
市
大
岬
）

に
お
い
て
、
明
治
三
十
八
年
四
月
、

五
十
一
年
の
波
瀾
万
丈
の
生
涯
を
終

え
た
。

臼
の
殖
産
を
志
し
、
入

地
者
の
面
倒
を
よ
く
見
、

公
共
的
な
事
業
に
尽
力

し
た
。
明
治
二
十
三
年
、

増ま
し

毛け

│
稚
内
間
電
信
架

設
の
際
、
電
柱
を
寄
贈
、

ま
れ
経
済
基
盤
を
確
保
し
、
泉
谷
の

帰
宅
を
促
し
実
印
を
返
却
し
た
。
こ

の
忠
誠
ぶ
り
は
村
の
話
題
に
な
っ
た
。

幸
三
は
主
家
を
守
っ
た
恩
賞
と
し

て
金
百
円
と
漁
船
二
艘
を
貰
い
受
け
、

初
め
て
独
立
、
明
治
二
十
一
年
尻
臼

に
漁
場
を
構
え
た
。
尻
臼
の
地
は
人

の
住
め
る
よ
う
な
場
所
で
は
な
か
っ

た
。
幸
三
は
土
地
を
整
備
し
、
耕
地

を
つ
く
り
、
野
菜
、
果
物
を
栽
培
し
、

漁
場
の
拡
張
に
つ
と
め
、
移
民
の
勧

誘
、
土
着
に
努
め
た
。

幸
三
は
親
分
肌
の
漁
業
者
で
、
尻

北
海
道
尻
臼
を
開
拓
し
た

松
　
本
　
幸
　
三

幸
三
は
宗そ

う

谷や

の
尻し

り

臼う
す

に
漁
場

の
許
可
を
得
、
多
く
の
人
を
雇

い
、
泉
谷
と
鮭
漁
を
は
じ
め
、

同
十
六
年
の
秋
、
初
め
て
の
網

は
大
漁
、
泉
谷
は
鮭
を
売
り
さ

ば
く
た
め
函
館
に
向
か
っ
た
。

し
か
し
、
悪
徳
業
者
に
ひ
っ
か

か
り
大
損
害
、
責
任
を
感
じ
た

泉
谷
は
函
館
に
留
ま
り
帰
ら
な

か
っ
た
。

翌
十
七
年
の
春
、
三
十
歳
の

幸
三
は
自
ら
奔
走
、
資
金
を
集
め
鰊に

し
ん

漁
に
取
り
組
み
、
こ
の
年
大
漁
と
な
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こ
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町
に
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り
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あ
る
歴
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人
物
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ど
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シ
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ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
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は
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編
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ん
委
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佐
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仁
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ん

（
豊
間
根
・
六
八

）
で
す
。

や

ま

だ

の

松本幸三の活躍が紹介された「月刊
道北（昭和53年２月号）」の写し
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【応募方法】 下記のはがきの要領
でご応募ください。全問正解者の中
から抽選で10人に500円の図書券を
プレゼント。応募は一人１通です。
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サケ一本釣りに
挑戦しませんか
今年もサケの一本釣りを開催

します。参加希望の方は事前に
お申し込みください。
�定員　１日80人（予約申し込
みは先着順です）
�資格　釣りマナーに精通して
いる人（15歳以下は保護者同
伴とします）
�釣り方　ルアーまたは、えさ
釣り（ガラ掛け釣りは禁止）
※釣り道具、タモ網、えさは各
自持参してください。
�予約期限　11月16日開催分…
11月14日　11月23日開催分…
11月21日
�予約先　織笠漁業協同組合
（�82－2623）へどうぞ。

鯨と海の科学館では、「新
巻き・いくら作り教室」を開
催します。
�期日　11月16日（日）
�時間　午前９時～正午
�場所　鯨と海の科学館
�対象　小中学生とその保護
者、一般町民（小学４年生
以下は保護者同伴とします）
�参加料　1,000円
�持ち物　包丁、軍手、エプ
ロン
�定員　30人
�申込期限　11月10日
�申込先・問い合わせ　鯨と
海の科学館（�84－3985）へ。

◆内容 �サケのつかみ捕り�サケの一本釣り（申
し込みが必要です）�サクラマスフィッシング�
お楽しみ水産物糸引き（生サケ、イクラ、ホタテ
など）�水産物直売（生サケ、新巻きサケ、イク
ラ、殻付きカキなど）�食堂（鮭汁、ハラッコ丼、
ハラッコうどんほか）�海洋深層水使用商品の試
食（いか塩辛、いか一夜干し、パンほか）
◆参加料 �サケのつかみ捕り…中学生以上1,000
円、小学生800円（いずれも１人１匹）�サケの
一本釣り…3,000円（１人２匹まで）�サクラマ
スフィッシング…500円（１人５匹まで、超過分
は１匹につき100円追加）�お楽しみ水産物糸引
き…500円（先着50人まで）
◆問い合わせ 役場水産商工課（�82－3111内線233）
へどうぞ。

１１月１６日(日)
１１月２３日(日)
時間　午前�時半～午後�時

（受け付けは午前�時～）

サケの新巻き作り
親子で参加しよう

☆締め切り＝11月20日（20日消印有効）
☆前回の正解は、①－Ａ、②－Ｂ、
③－Ａ、④－Ｃ、⑤－Ｂでした。応
募者数は52通で正解は51通、抽選の
結果次の10人が当せんしました。
中央町＝長澤佳子（35） 長崎＝鈴

木彩花（13） 飯岡＝阿部優紀（10）
船越＝山�y榮子（60）、吉田凪彩（７）
田の浜＝加藤信子（59） 織笠＝佐々
木進治（15） 大沢＝大川ヒメ子（59）
豊間根＝山口廉（８） 荒川＝山口里
菜（？） 〈敬称略〉

サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう
サケの豪快な引
きを楽しもう

自分の手で大物のサケをつかまえよう（昨年の同まつり）

�東北高校選抜ボート大会で山田高
校ボート部が男女同時優勝を果た
した種目は？
�シングルスカル
�ダブルスカル
�舵手付クォドルプル

�衆議院議員総選挙の投票日は９日。
この日の投票時間は何時まで？
�午後６時まで
�午後７時まで
�午後８時まで

�11月９日から15日までは、「秋季
全国○○予防運動」？
�出火　�火災　�災害

�11月16日と23日に織笠川で開かれ
るイベントは？
�アサリまつり
�産業まつり
�鮭まつり

�今号の健やか赤ちゃん11人のう
ち、女の子は何人？
�５人　�６人　�７人
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申 し 込 み

名　称 期 日 時　　　間 対　　象　　者

実施場所 期 日 時　　間 申込先

���月の教室 場所：保健センター

�三種混合とはしかの予防接種 （��月）

井上医院 随　時 診療時間内 随　時 82－2956

うらべ内科 〃 〃 〃　 82－0123

近藤医院 〃 〃 〃 82－3328

後藤医院 〃 〃 接種する日の前日 82－6690

道又医院 〃 午前8時半～11時 随時（電話で予約） 82－3522

�各種教室に参加を希望する方は、役場保健福祉課（内線165）
へご連絡ください。

ひよこ教室 11日 午前10時～正 午 言葉や運動機能の発達な
どで心配のある幼児

Health Guide
各種相談、健診、予防接種の問い合わせは、

役場保健福祉課（�82－3111内線161、
165、166）へお気軽にどうぞ。 保 健 だ よ り

あなたの心、お元気ですか──。昨年実施した山
田町健康づくりアンケートによると、日常生活でス
トレスが「たまっている」と答えた人は53％にもな
り、町民の２人に１人はストレスを抱えていること
になります。過度のストレス状態が続くと、イライ
ラしがち、気分が沈みがち、体がだるい、頭痛が続
くなどさまざまな変調が続き、うつ病、不安神経症
や心身症、神経症など心と体の病気を引き起こしま
す。ストレスと上手に付き合うコツは�適度な運動
�バランスのよい食事�ぐっすり睡眠�ゆったり入
浴�笑いと遊び─の５つです。ストレスをためすぎ
ないよう、心と体に余裕のある生活をしましょう。

機能訓練
教　　室 月曜日 午前10時～

午後2時半
病気やけがなどで体の不
自由な方

項　　　　目 期日 受　付　時　間 対　 象 者

���月の各種相談・健診 場所：保健センター

�乳幼児健診・相談で持参する物…母子健康手帳、赤ちゃん手
帳、バスタオル、歯ブラシ（３歳児健診と１歳６カ月児健診
の該当者）、幼児の上履き。
�３カ月児健診、６カ月児相談では離乳食の試食もあります。
�３歳児健診該当者には、３歳３カ月ころに通知します。
※今まで該当月に受けていない人は、必ずおいでください。

1歳6カ月児健診 27日 〃 〃

3 歳 児 健 診 25日 午後零時50分～1時40分 対象者には通知します

6 カ 月 児 相 談 20日 午前9時～9時半 15年 4 月生まれ

10 カ月児健診 〃 午後1時～1時半 15年 1 月生まれ

3 カ 月 児 健 診 13日 午後1時～1時半 15年 7 月生まれ

健 康 相 談 4、18日 午前10時～正 午 一般町民

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

17
日
か
ら
実
施
し
ま
す

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
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Ｂ
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Ｇ
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が
行
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れ
ま
す
。
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と
な
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お
子
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を
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持
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の
方
は
、
忘
れ
ず
に
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け
さ
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ま
し
ょ
う
。
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12日に糖尿病講演会を開催
町では、「糖尿病の基礎知識」をテーマに講

演会を開催します。糖尿病の予防、悪化の防止
のため正しい知識を身に付けることが大切で
す。どうぞご参加ください。
�日時　11月12日（水）午後１時半～
�場所　町保健センター
�講師　松原潔さん（県立山田病院内科医長）
�問い合わせ　役場保健福祉課（内線165）へ。

乳幼児期の接種で
結核を予防しよう

昨
年
11
月
の
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
の
様
子
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��月の町長面談日
と　き １１月１８日（火）

午前10時～正午
ところ　役場４階特別応接室
※面談希望の人は役場総務課
内線413へご連絡ください。

ボランティア実践
発表会があります

町教育委員会では、｢児童生
徒福祉ボランティア活動実践発
表の集い｣を開催します。どう
ぞご参加ください。
�日時　11月14日（金）

午後２時～
�場所　町中央公民館
�内容　町内児童生徒による福
祉ボランティア活動の発表、
意見交流など
�問い合わせ　町教育委員会学
校教育課（内線335）へどうぞ。

各種教室を開催
受講しませんか

男性対象介護教室
町内在住の男性を対象に介護

教室を開催します。希望の方は
お申し込みください。
�日時　11月13日（木）

午後７時～
�場所　町保健センター
�対象　男性30人（女性も可）
�用意するもの　風呂敷１枚
�申込先・問い合わせ　町社会
福祉協議会基幹型在宅介護支
援センター（�82－5670）へ。
年賀状づくり教室
やまだシニアネットでは、パ

ソコンを使った年賀状の作り方
をお手伝いします。
�日程　11月４日、10日、15日、
17日、22日
�時間　午後１時半～３時半
�場所　町中央公民館視聴覚室
�対象　60歳以上の町民
�定員　１回につき５人
�申込期限　各開催日の前日
�問い合わせ　「やまだシニア
ネット」事務局（佐々木鋼文
�82－2769）へどうぞ。

まちで出会ったかわいい笑顔

町の臨時職員を
一般公募します

町では期限付臨時職員を募集
します。選考方法は書類審査
（履歴書）と面接です。
�職種　一般事務補助（主に町
県民税など税申告事務補助）
�募集人員　１人
�応募資格　町内に住所があり、
パソコン操作のできる人
�賃金　日額5,400円
�任用期間　12月１日～来年３
月31日（必要がある場合には
１回の更新があります）
�勤務場所　税務課
�申込方法　役場町民課、各支
所に備え付けてある履歴書に
必要事項を記入して申し込ん
でください。
�申込期限　11月11日
�申込先　役場総務課
�問い合わせ　役場税務課（内
線111）へどうぞ。

振興局長と懇談会
皆さんのご意見を

宮古地方振興局では、局長と
企画総務部長、土木部長、水産
部長など振興局の各部長との懇
談会の参加者を募集します。懇
談会では、県政全般について皆
さんから直接意見・提言をお聞
きします。町民であればどなた
でも参加できますので、希望の
方はお申し込みください。
�日時　11月26日（水）

午後２時～４時
�場所　役場３階大ホール
�募集人数　10人
�申込期限　11月14日
�申込先・問い合わせ　宮古地
方振興局企画総務部（�62－
6455）へどうぞ。

年金納付困難な方
対象に相談所開設

町では国民年金の保険料の納
付が困難な方を対象に、保険料
の免除申請を中心とした年金相
談所を開設します。申請免除は、
前年の所得が少ないなど経済的
な理由で保険料を納付すること
が困難な人が該当します。免除
の手続きをし、社会保険事務所
で承認されると、申請月の前月
分から来年６月分までの保険料
の全額または半額が免除されま
す。どうぞご利用ください。
�日時と場所 １１月１２日…豊間
根生活改善センター（午前９
時～10時） ふるさとセン
ター（午前10時半～11時半）
大浦漁村センター（午後１時
半～２時半） 船越漁村セン
ター（午後３時～４時）１１月
１３日…役場船越支所（午前
９時～10時） 織笠コミュニ
ティセンター（午前10時半～
11時半） 田子の木生活改善
センター（午後１時半～２時
半） １１月１４日…役場町民課
（午前９時～午後５時）
�持参する物　印鑑、年金手帳
※失業した方は、雇用保険受給
資格者証または、離職票など
の写しを持参してください。
�問い合わせ　役場町民課（内
線123）へどうぞ。

商工観光審議会の
委員を募集します

県では、「岩手県商工観光審
議会委員」を募集します。
�応募資格　県内に住む20歳以
上の人（公務員は除きます）
で、次のいずれかに該当する
人　・商工業、鉱業、観光業
に属する事業の経営者および
役員、従業者　・商工業、観
光業の振興などに関し、優れ
た見識を有する人
�申込期限　11月７日
�申込先・問い合わせ　県商工
労働観光部商工企画室（�
019－629－5529）へどうぞ。

町内の保育施設で
すくすく広場開催

�場所と日程　豊間根保育園…
11月５日　わかき保育園…11
月12日　織笠保育園…11月19
日　ふるさとセンター…12月
３日
�時間　午前９時半～11時半
※11月19日の織笠保育園では給
食体験がありますので、参加
希望の方は11月10日までに同
園にお申し込みください。
�問い合わせ　子育て支援セン
ター（織笠保育園内�82－
6099）へどうぞ。

交通事故が多発
宮古管内で６件
宮古警察署管内では、今

年に入って６件の交通死亡
事故が発生しています。事
故の原因は全て運転手の前
方不注意によるもので、死
亡者６人中４人が高齢者で
す。交通事故にあわないよ
う、次のことを守りましょ
う。�脇見、よそ見せず運
転�乗車したら全員シート
ベルト�車のライトは午後
４時ごろから点灯�飲酒運
転は絶対しない�夜の外出
は夜光反射材をつける
�問い合わせ　宮古警察署
山田交番（�82－2155）へ。

行政相談あります
と　き １１月２０日（木）

午前10時～正午
ところ　町中央コミセン
※行政について納得できない
ことなどご相談ください。
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◆
十
月
よ
り
広
報
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
（
和
）
で
す
。
自
分
の
技
量
を
考
え
ず
、

毎
回
表
紙
狙
い
の
写
真
を
撮
っ
て
い
ま
す
が
、

あ
っ
け
な
く
ボ
ツ
に
さ
れ
る
毎
日
で
す
。
こ
れ

か
ら
取
材
で
い
ろ
ん
な
所
に
出
没
し
ま
す
の

で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
▼
今
回
の
人
事

異
動
で
わ
た
し
の
い
る
係
が
、
係
長
を
除
く
全

員
佐
々
木
と
い
う
、
な
ん
と
も
困
っ
た
状
況
に
。

「
広
報
の
佐
々
木
で
す
」
と
言
っ
て
も
、
二
人
と

も
佐
々
木
。
ど
う
し
ま
し
ょ
う（
幸
）さ
ん
。

◆
と
い
う
こ
と
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
二
人
を

区
別
す
る
か
が
、
現
在
、
広
報
担
当
に
と
っ
て

大
き
な
課
題
。
年
齢
や
地
区
な
ど
と
い
ろ
い
ろ

と
考
え
て
み
ま
し
た
が
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
広

報
担
当
を
見
て
、
感
じ
た
ま
ま
を
表
現
す
る
の

が
、
一
番
区
別
し
や
す
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん

ね
▼
広
報
担
当
に
電
話
す
る
際
は
、「
○
○
な

佐
々
木
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
っ
て
み
て
く

だ
さ
い
。
た
だ
し
、
○
○
が
�
変
�
な
ど
の
場

合
は
判
断
に
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
…
。

町民のうごき
（ 9 月 1 日～30日）

�出生……２２人 �転入……３４人

�死亡……１３人 �転出……４４人

�人口…２１,３３６人（今月減 １人）

男…１０,２５０人 女…１１,０８６人

�世帯数………………７,２６２世帯

阿部沙
さ

梨
り

菜
な

（飯岡・雅大・女）
福士さくら

　

（織笠・尚一・女）

山 内 梨
り

乃
の

（長崎・弘文・女）

松 本 北
ほく

斗
と

（長崎・芳治・男）

金 浜 大
だい

裕
すけ

（船越・浩邦・男）

９月届け出分（敬称略）
〔出生〕（ ）は保護者名と性別
�山田 稲川小

こ

雪
ゆき

（満・女）、深田知
とも

希
き

（武
広・男）、沼�美

み

波
なみ

（綾子・女）、沼�啓
けい

太
た

（綾子・男）、阿部頼
より

将
まさ

（正吾・男）、梁田美
み

結
ゆ

（智彰・女）、坂本太
たい

陽
よう

（教順・男）、塚澤太
た

一
いち

（徹・男）、吉田彗
すい

（祐司・女）
�船越 山�康

やす

恵
え

（勉・女）、L原礼
らい

楽
ら

（聖
児・男）
�田の浜 佐々木那

とも

由
ゆ

基
き

（博・男）
�織笠 小豆嶋隼

しゅん

（寿次・男）
�大沢 伊藤あすみ（尚生・女）、前山瑠

る

衣
い

（寛樹・女）
�豊間根 丸山智

とも

也
や

（春見・男）、佐々木良
ら

実
み

（裕幸・女）、尾形�
りん

（悟・女）、佐藤楓
か

恋
れん

（秀樹・女）
�石峠 芳賀亮

りょう

海
ま

（拓也・男）

〔結婚した二人〕（ ）は住所
澤口裕也（釜石市）・福舘恵津子（船越）
川村歩（船越）・佐々木貴子（荒川）
千代川透（大沢）・洪英姫（韓国）
平塚輝彦（織笠）・佐野睦美（釜石市）

〔死亡〕（ ）は年齢
�山田 白野和子（70）、沼�寿（31）
�田の浜 東梅正枝（72）
�織笠 佐々木良治（87）、斉藤フク（82）
�豊間根 菊池正子（54）、平井義子（73）
�石峠 芳賀厚（61）
�荒川 斉&末雄（80）

尾形ヒカル
　

（豊間根・睦夫・女）

�広報やまだ�は環境に優しい古紙100％の再生紙と大豆油インキ（植物油）を使用しています。

小野寺　彩
あや

（織笠・章・女）

畠 山 　 司
つかさ

（山田・稔・男）

ピ

ン

ボ

ケ

健やか赤ちゃん登場
毎月掲載します。
今月は11月生まれ
の赤ちゃんです。

一
歳
に
な
り
ま
し
た

※
敬
称
略
・（

）内
は
地
区
名
・
保
護
者
・
性
別
で
す
。

幸 和

齊 藤 優
ゆう

華
か

（長崎・幹範・女）
中 村 　 聖

せい

（大沢・光治・男）

山 内 楓
ふう

舞
ま

（豊間根・勝也・男）

柳沢で通行止め
x回路の利用を
柳沢北浜地区土地区画整理事

業の整地工事のため、林道間木
戸線への連絡道路の一部区間が
終日全面通行止めとなりますの
で、�回路をご利用ください。
�期間　11月１日～来年３月31
日
�問い合わせ　役場都市計画課
（内線253）へどうぞ。

三
陸
縦
貫
自
動
車
道

（
山
田
道
路
）ア
ク
セ
ス
道

国道
45
号

至山田

至大沢
柳沢
団地

N
■通行止め概略図

通行止め区間

林道間木戸線 う　 かい


